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介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て

問　
２
０
０
６
年
に
稲
城
市
で
始
ま
っ
た

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
は
、
今
や
全
国
に

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
同
市
で
は
ス
タ
ー
ト
当

初
180
人
で
あ
っ
た
加
入
数
が
、
今
で
は
400
人

を
超
え
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
増
え
続
け

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
制
度
は
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
高
齢
者
の
活
動
実
績
を

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
評
価
し
、
介
護
保
険
料
等

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
現
在
36

市
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
活
動
促
進

の
視
点
で
、
長
崎
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
の

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

う
つ
病
対
策
の
現
状
と
取
り
組
み
状
況

問　
日
本
で
は
自
殺
者
が
年
間
３
万
人
を

超
え
、
そ
の
原
因
の
ト
ッ
プ
は
健
康
問
題

で
、
そ
の
内
４
割
以
上
を
う
つ
病
患
者
が
占

め
て
い
る
。
本
市
の
う
つ
病
有
病
者
数
と
相

談
窓
口
の
対
応
に
つ
い
て
状
況
を
示
し
て
ほ

し
い
。

答　
保
健
所
で
把
握
で
き
て
い
る
う
つ
病

を
含
む
気
分
障
害
の
患
者
数
は
約
750
人
と
な

っ
て
い
る
。う
つ
病
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

早
期
発
見
、早
期
治
療
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

答　
消
防
活
動
を
行
う
消
防
団
員
の
安
全

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
活
動
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
安
全
靴
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
消

防
職
員
用
と
同

等
の
も
の
を
で

き
る
だ
け
早
い

時
期
に
支
給
で

き
る
よ
う
検
討

し
た
い
。公

明

党

ロ
シ
ア
と
の
交
流
の
現
状
と
促
進
策

問　
本
市
と
ロ
シ
ア
と
の
交
流
の
現
状
、

新
た
な
ロ
シ
ア
総
領
事
館
の
設
置
、
ま
た
、

帆
船
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
ロ
シ
ア
帆
船

の
母
港
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と
の
市
民
友
好

都
市
提
携
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
在
住
の
ロ
シ
ア
人
は
、
市
内
在
住

外
国
人
の
約
0.5
％
で
、
北
海
道
、
新
潟
と
比

べ
自
治
体
間
の
交
流
や
経
済
交
流
も
活
発
と

は
い
い
が
た
い
。
新
た
な
ロ
シ
ア
総
領
事
館

設
置
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
打
診
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
県
と
も
連
携
を
図
り
対
応
し
た

い
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と
の
提
携
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
市
民
や
民
間
団
体
の
交
流
状

況
の
確
認
な
ど
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

県
庁
舎
整
備
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て

の
対
策

　
　
　
県
議
会
は
昨
年
５
月
に
県
庁
舎
の
建

て
替
え
場
所
は
魚
市
跡
地
と
す
る
意
見
書
を

議
決
し
、
議
論
を
進
め
て
い
る
。
県
庁
舎
の

整
備
は
地
元
商
店
街
に
と
っ
て
は
死
活
問
題

で
あ
り
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
問
題
で

あ
る
。
県
庁
舎
整
備
に
伴
う
諸
問
題
の
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
現
県
庁
舎
の
耐
震
改
修
で
は
庁
舎
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
が
困
難
で
あ
り
、
建
て

替
え
は
一
定
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。
移

転
場
所
は
長
崎
魚
市
跡
地
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
移
転
を
契
機
と
し
て
、
周
辺
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
跡
地
活
用

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
景
観
、
ア
ク
セ
ス

も
含
め
、
今
後
と
も
県
と
一
体
と
な
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

伊
王
島
大
橋
架
橋
後
の
交
通
船
及
び

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　
　
　
（
仮
称
）
伊
王
島
大
橋
が
開
通
後
、

大
波
止
ま
で
船
で
は
20
分
、
バ
ス
で
橋
を
渡

る
と
最
低
40
分
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

実
態
、
労
働
者
の
雇
用
を
考
え
る
と
、
交
通

船
の
存
続
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
架
橋
後

の
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
市
内
中
心

部
に
行
く
バ
ス
の
運
行
を
ど
の
よ
う
に
検
討

問問

啓
発
活
動
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。ま
た
、

専
任
の
相
談
員
に
よ
る
精
神
保
健
相
談
や
訪

問
活
動
に
よ
る
相
談
支
援
を
以
前
よ
り
実
施

し
て
い
る
。日

本
共
産
党

｢

被
爆
体
験
者｣

へ
の
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
に
つ
い
て

　
　
　
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
報
告
書
や
日
本

の
科
学
者
の
報
告
な
ど
か
ら
被
爆
地
域
拡
大

の
根
拠
は
明
ら
か
で
あ
る
。
市
は
国
に
対
し

て
被
爆
地
域
を
拡
大
是
正
し
、
被
爆
体
験
者

へ
被
爆
者
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
国
は
爆
心
地
か
ら
半
径
12
㎞
区
域
内

の
被
爆
未
指
定
地
域
を
健
康
診
断
特
例
区
域

と
し
て
指
定
し
、
被
爆
体
験
者
支
援
事
業
を

提
案
し
た
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
が
実
現

可
能
な
最
大
な
も
の
と
判
断
し
、
苦
渋
の
決

断
を
行
い
、
受
け
入
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
新

た
な
科
学
的
知
見
が
出
て
い
な
い
現
状
に
お

い
て
、
被
爆
地
域
拡
大
是
正
を
要
望
す
る
状

況
に
は
な
い
と
考
え
る
。

問

自殺予防の啓発
リーフレット

ポンプ操法大会での消防団員の様子


